
第 1 号通信 

研究報告申込要領 

(2026 年 6 月 18 日) 

 

 

日本広告学会 

第 57 回全国大会ご案内 

〔研究報告申し込みのご案内〕 

 

 

大会統一論題 

広告ビジネスの地殻変動 

 

日本広告学会第 57 回全国大会 

主催校 日本大学（砧キャンパス） 

2026 年 11 月 6 日（金）～8 日（日） 

 

大会運営委員長 日本大学 田部渓哉 

大会運営委員会事務局 日本大学 商学部 田部渓哉研究室 

〒157-8570 東京都世田谷区砧5丁目-2-1 

電話：03-3749-6840 

 e-mail：jaa57.nihon@gmail.com 



 

ご挨拶 

2026 年秋、第 57 回日本広告学会全国大会を日本大学（商学部・砧キャンパス）にて開催する

運びとなりました。日本大学が主催校を務めるのは 1980 年以来、今回で 2 回目となります。伝

統ある本大会の開催校を務める機会をいただきましたことを、大変光栄に存じます。 

今大会では、広告を取り巻くビジネス環境の地殻変動を統一論題として掲げました。広告を取

り巻く環境が大きく変化する今日、広告研究はどのような方向性を見いだしていくべきなのか。

この問いについて、参加者の皆様と考えていければと思います。 

会場となる砧キャンパスは、世田谷区の閑静で落ち着いた環境に位置しています。ご参加いた

だく皆様にとって実り多い大会となるよう、運営委員一同、鋭意準備を進めてまいります。 

 

2026 年 6 月 18 日 

日本広告学会第 57 回（2026 年度）全国大会 大会運営委員長 

田部渓哉（日本大学商学部） 

 

1. 大会統一論題（大会テーマ）：広告ビジネスの地殻変動 

近年、インターネット広告の急速な拡大に伴い、広告取引の管理や運用の主導権は、従来の広

告会社や媒体社から、プラットフォーマーへと移行しつつあります。その結果、メディアコミッ

ションを基盤として成立してきた従来型の広告ビジネスモデルは、大きな転換点を迎えていま

す。さらに、外資系コンサルティング会社やグローバル制作会社が日本の広告市場へ本格的に参

入する一方で、日本の広告会社もアジアを中心とした海外展開を進めており、広告ビジネスの国

際化と産業構造の再編は、これまでになく加速しています。 

こうした環境変化のもとで、広告主・広告会社・媒体社・プラットフォーマーといった広告ビ

ジネスの主要プレイヤー間の関係性や役割分担は、かつてないほど流動化しているように思われ

ます。加えて、その背景には、AI に代表される情報技術の急速な進歩と普及があり、新しい手法

やビジネスモデルが次々と登場することで、広告ビジネスの全体像や将来像を見通すことは、ま

すます難しくなっています。 

このような広告ビジネスの構造変容は、広告表現や広告研究の対象にも、広範な影響を及ぼし

ています。たとえば、インフルエンサーによるコンテンツを広告と連続的に捉える研究や、スト

リーミング配信を基盤としたライブコマースに関する研究などが世界的に増加している背景に

は、広告の成立条件そのものが変化しているという、より根本的な構造的要因を指摘できるので

はないでしょうか。また近年、社会的な問題として注目されているダークパターンや、肖像権を

侵害する詐欺的広告の蔓延も、広告ビジネスの基本構造の変化と無縁ではないでしょう。 

これからの広告コミュニケーションにおいて、どのような課題が顕在化してくるのか、そして

どのような研究が求められるのかを展望するためには、その前提として、広告ビジネス構造の変

容を精緻に捉える視座が不可欠であると考えます。本大会では、こうした問題意識のもと、広告

ビジネスの変革を多角的に検討することを通じて、広告研究と実務の接点をあらためて問い直

し、次の 10 年を見据えた新たな理論的・実践的展望を提示することを目的とします。 

 



 

2. 日程（すべて対面開催） 

 2026 年 11 月 6 日（金）、7 日（土）、8 日（日） 

  ・11 月 6 日（金）：理事会、各種委員会 

  ・11 月 7 日（土）：基調講演、シンポジウム、会員総会、懇親会等 

  ・11 月 8 日（日）：自由論題報告、研究プロジェクト報告、ワークショップ等 

 

3. 会場 

 日本大学 砧キャンパス 

〒157-8570 東京都世田谷区砧５丁目２−１ 

■小田急線「祖師ヶ谷大蔵」駅 下車 徒歩 12 分 

■小田急線「成城学園前」駅から東急バスまたは小田急バスで 5 分「日大商学部前」下車 

  注意：キャンパスの周辺は住宅街となっております。近隣には外食・宿泊施設等はございませんのでご了承

ください。キャンパス内に飲食スペースはございますので、昼食は各自でお弁当などをお持ちいただけ

ますようお願いいたします。 

 

4. 研究報告のお申込み 

本大会の研究報告はすべて自由論題報告であり、広告理論および実務のさまざまな分野から

の、自由なテーマでの研究を募集します。報告カテゴリーはレギュラーセッションとショートセ

ッションの 2 つです。この 2 つのカテゴリーの違いは下表の通りです。 

 

 レギュラーセッション ショートセッション 

報告時間 30 分 15 分 

『大会報告要旨集』

への原稿提出 
要 不要 

『広告科学』への報

告記録記載 
あり 

なし（タイトル・報告者一覧のみ

掲載） 

報告内容 
一定の学術的研究成果を得られた

研究 

事例・実態報告、研究課題・アイ

デアの提示なども可。ただし、将

来的な研究成果を見込んだ報告で

あること。 

 

なお、研究報告の要領は以下の通りです。 

（1）報告者の資格：本年度までの年会費を 8 月 9 日（日）までに納入済みの日本広告学会正会

員、名誉会員、および正会員や名誉会員を含むグループ。グループの場合、第一著者は正

会員あるいは名誉会員に限ります。第一著者の正会員・名誉会員が登壇すれば、非会員の

登壇も妨げません。 

（2）報告件数：1 人 1 件。なお、共同研究で第一著者でない場合は、複数件の報告を妨げませ

ん。共同研究の場合、第一著者は必ず報告してください。第二著者以降の報告は任意で

す。 



 

（3）報告予定数：レギュラーセッション、ショートセッション合わせて 15 件程度を予定してい

ますが、応募状況により変更することがあります。 

（4）報告申込：下記研究報告申込フォームに必要事項をご記入してお申し込みください。郵

送、メールおよび FAX での申し込みはできませんのでご注意ください。 

https://forms.gle/7ywSbs9dejtZ1t6RA 

 

  ・申込期限：2026 年 8 月 16 日（日）23 時 59 分まで。 

  ・その後、レギュラーセッションお申し込みの方には『大会報告要旨集』原稿（A4 用紙 4

ページ程度）を、9 月 6 日（日）23 時 59 分までにご提出いただきます。その作成要領

は、6 月中を目処に学会ホームページよりダウンロードできるようにいたします。な

お、ショートセッションは『大会報告要旨集』原稿の提出は必要ありません。 

（5）報告者の決定：レギュラーセッションの場合は『大会報告要旨集』原稿を、ショートセッ

ションの場合は研究報告申込フォームの「報告概要」を検討し、プログラム委員会が報告

者を決定いたします。結果は、応募された会員宛に、9 月中旬に通知いたします。 

 

5. 今後の予定 

2026 年 9 月下旬に、第 2 号通信にて大会プログラム、大会参加申込手続き、大会参加費など

をご案内する予定です。 

 

6. 第 57 回（2026 年度）全国大会企画運営体制 

□大会運営委員 

委員長 田部渓哉（日本大学） 

 副委員長 井上裕珠（日本大学） 

委員（50 音順） 

小川豊武（日本大学）、松野奈都子（日本大学） 

□プログラム委員 

 委員長 芳賀康浩（青山学院大学） 

 副委員長 田部渓哉（日本大学） 

 委員（50 音順） 

 岡田庄生（法政大学）、中野香織（駒澤大学）、日塔史（電通） 

□大会運営事務局 

 〒157-8570 東京都世田谷区砧５丁目２−１ 

  日本大学 商学部 田部渓哉研究室 

  電話：03-3749-6840 

  e-mail：jaa57.nihon@gmail.com 

※大会に関するお問い合わせは、大会運営委員会事務局宛にお寄せください。できる限りメー

ルにてご連絡いただけますと幸いです。 

https://forms.gle/7ywSbs9dejtZ1t6RA

